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身体から拡張する
建築・地域・社会の関係性をデザインする

　建築と地域社会をつなぐデザインについての調査研究を行い、個々人の

身体から派生する感覚や人と人との領域感、関係性まで考えを巡らせなが

ら、身体の延長としての建築・インテリアを中心とした実践的な設計へ展開

していきます。

　建築は同じ条件で設計したとしても、一つの正しい回答がある訳ではな

く、設計者やクライアント、利用者の価値観、社会情勢、予算や敷地の大き

さなど、様々な制約とバランスをとりながらつくられていきます。一方で、多

くの人が関わり、使われる建築には、皆が共有できる概念が必要です。その

概念が「わかりやすい」ことも大事なのですが、「わからない」を許容できる

ような概念、その概念の先にある、許容力の高い建築を目指して日々、研究

と設計を行っています。

研究内容

　前職では、前例のない建築空間を実現するため、様々な専門家と協働し、

居心地の良い豊かな空間の設計・デザインを行ってきました。ファブリック

や家具、設えなどの身体に近いところから建築、ランドスケープまでスケー

ルを横断しながら考えていきます。

・多世代が利用する集会所や福祉施設などの設計／デザイン

・居心地の良さを重視した設えの設計／デザイン

・再生可能エネルギーなどの次世代エネルギーの利用を促すソフトを含め

た什器、空間の設計／デザイン

・先進的な実証実験と学びの空間の設計／デザイン

地域・産学連携の可能性

多目的給電ステーション

松山友の家1（集会所）

松山友の家2（集会所）

家具デザイン、アート、クリニック、診療所、集会所、住宅、福祉施設、親子の居場所、
教育研究施設、実験実証施設、充電ステーション、蓄電池
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